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仏
　
　
恩
　
　
謝
　
　
徳

　

私
の
好
き
な
ご
和
讃
に

「
釈
迦
弥
陀
の
慈
悲
よ
り
ぞ

　
　

願
作
仏
心
は
え
し
め
た
る

　
　

信
心
の
智
慧
にい

り
て
こ
そ

　
　
　

仏
恩
報
ず
る身

と
は
な
れ
」

（
正
像
末
和
讃
よ
り
）

が
あ
り
ま
す
。

　

我
が
親
鸞
聖
人
は
、
阿
弥
陀

様
と
お
釈
迦
様
を
二
尊
と
並
べ

て
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

お
釈
迦
様
は
こ
の
世
に
お
い
て

最
も
尊
い
方
、
世
尊
で
す
。
真

実
の
法
を
悟
り
、
そ
の
法
こ
そ

が
全
て
の
人
々
に
と
っ
て
の
灯

明
な
の
で
す
。
ま
た
依
り
ど
こ

ろ
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
阿
弥
陀
様
は
そ
の
法
で

あ
り
、
す
べ
て
の
人
を
皆
、
等

し
く
救
わ
ん
と
い
う
願
心
を

「
我
が
名
を
称
え
て
来
れ
」
と

名
乗
り
で
て
下
さ
れ
た
方
の
名

前
を
阿
弥
陀
様
と
お
呼
び
し
て

い
ま
す
。

　

正
信
偈
の
冒
頭
に
「
帰
命
無

量
寿
如
来
」
と
あ
り
ま
す
。
無

量
寿
如
来
に
帰
命
す
る
と
は
、

阿
弥
陀
如
来
に
信
順
し
て
、
そ

の
名
号
を
称
え
る
こ
と
を
教
え

下
さ
れ
た
の
が
大
無
量
寿
経
・

観
無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
の
浄

土
三
部
経
で
す
。

　
「
願
作
仏
心
」
と
は
、
仏
に

な
ら
ん
と
願
う
心
と
読
む
よ
う

で
す
が
、併
せ
て
「
度
衆
生
心
」

衆
生
を
救
済
し
た
い
心
で
す
か

ら
、
二
つ
揃
っ
て
仏
に
な
り
衆

生
を
救
済
す
る
願
い
が
成
就
す

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で

す
。
曇
鸞
大
師
の「
浄
土
論
注
」

に
「
無
上
菩
提
心
は
、
す
な
わ

ち
こ
れ
願
作
仏
心
な
り
、
願
作

仏
心
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
度
衆

生
心
な
り
。」
と
言
わ
れ
る
所

以
で
す
。

　

今
年
の
夏
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の

お
盆
と
な
り
ま
し
た
。
気
温
も

上
昇
し
て
マ
ス
ク
着
用
で
厳
し

い
お
盆
で
し
た
が
、
ご
門
徒
様

方
か
ら
の
先
祖
や
親
や
兄
弟

ま
た
子
供
を
憶
う
気
持
ち
と
、

賜
っ
た
御
恩
に
報
い
た
い
と
切

望
さ
れ
て
、
例
年
通
り
に
お
盆

参
り
を
お
勤
め
さ
せ
て
貰
い
ま

し
た
。
今
回
の
ご
和
讃
の
よ
う

に
阿
弥
陀
様
か
ら
の
、
尊
い
信

心
の
智
慧
を
賜
り
、
仏
恩
報
ず

る
身
を
感
じ
て
お
盆
を
過
ご
さ

せ
て
戴
き
ま
し
た
。　

（
住
職
）
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特
別
永
代
経
法
要

近
年
物
故
者
追
悼
法
要

秋
彼
岸
永
代
経
厳
修

　

本
年
度
の
近
年
物
故
者
追
悼

法
要
は
「
三
蜜
」
を
避
け
る
為
、

全
日
程
の
法
要
に
併
修
致
し
ま

す
。
ど
の
日
に
来
て
頂
い
て
も

◎
日
付
／
９
月
19
日（
土
）〜

22
日（
火
）迄　

◎
時
間
／
午
後
１
時
よ
り
本
堂

　
　
　
　

に
て
始
経

布
教
使　

川
岸　

敬
巖　
師

令
和
二
年
度　

宗
祖
親
鸞
聖
人
報
恩
講

近
年
物
故
者
追
悼
法
要　

併　

修

特

別

永

代

経

法

要

９
月
16
日
（
水
）
か
ら
９
月
18
日
（
金
）
迄

布
教
使
　
川
　
岸
　
敬
　
巖
　

師

ご

案

内

構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
夕
方
し

か
お
越
し
頂
け
な
い
檀
家
の
方

も
居
り
ま
す
の
で
、
九
月
十
七

日
午
後
六
時
に
も
法
要
を
執
り

行
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
よ
り
令
和
２
年

度
迄
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

遺
族
様
に
ご
案
内
状
を
同
封
し

て
お
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
法
名
札
と

ご
志
納
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
特
別
永
代
経
に
申
し
込
ま
れ

◎
日
付
／
９
月
19
日
（
金
）

◎
時
間
／
午
前
10
時
よ
り

　

こ
の
特
別
永
代
経
は
、
お
檀

家
の
皆
様
か
ら
特
別
に
懇
志
金

を
い
た
だ
き
、亡
き
方
の
法
名
・

俗
名
を
本
堂
の
法
名
軸
に
記
帳

し
、永
代
に
お
勤
め
致
し
ま
す
。

又
申
し
込
ま
れ
た
方
の
み
の
ご

案
内
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
迄
に
法
名
札
と
ご
志
納

を
添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

て
い
る
ご
遺
族
様
に
は
重
複

す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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御
檀
家
の
皆
様
に

は
大
変
厳
し
い
状
況

の
中
、
恐
縮
に
存
じ

ま
す
が
報
恩
講
御
志

納
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

報
恩
講
費

７
千
円
よ
り

婦 人 会 だ よ り
◎
日　

付　

10
月
31
日
（
土
）

◎
お　

斎　

午
前
11
時
40
分
〜
12
時
40
分
ま
で

◎
始　

経　

午
後
１
時
よ
り

◎
御
法
話　

一
席

◎
総　

会　

法
話
終
了
後

　

婦
人
会
報
恩
講
及
び
物
故
者
追
悼
法
要
を
右
記
の
日
程

に
て
行
わ
れ
ま
す
。
又
、
持
ち
帰
り
の
弁
当
の
準
備
も
ご

ざ
い
ま
す
。

　

婦
人
会
会
員
問
わ
ず
、
皆
様
お
揃
い
で
ご
参
詣
・
ご
焼

香
下
さ
い
。

（
10
月
25
日
の
婦
人
会
定
例
法
座
は
お
休
み
で
す
）

令
和
２
年
度

婦
人
会
報
恩
講
及
び
婦
人
会

物
故
者
追
悼
法
要
と
総
会
ご
案
内

報
恩
講

御
志
納
の

お
願
い

中止の
ご案内

小樽　量徳寺報恩講団参中止
　毎年参詣しておりました、小樽量徳寺の団参

を今年度は中止といたします。



（ 4）令和２年９月５日第110号 慧 林 寺 便 り

令
和
２
年
９
月
５
日
発
行

「
慧
林
寺
便
り
」
第
１
１
０
号

札
幌
市
豊
平
区
豊
平
４
条
８
丁
目
１
︱
２

　

浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派

　
　

 　

慧　

林　

寺

発
行
人
住
職　

羽　

部　

大　

仁

電　

話　

８
１
１
・
７
６
２
４
番

Ｆ
Ａ
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８
１
１
・
２
８
２
８
番

振　
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０
２
７
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０
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７
︱
４
８
３
６
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://erinji.net
E
-M
ail　

info@
erinji.net

　

今
年
の
盆
は
長
男
が
得
度
し

ま
し
た
の
で
、
少
年
野
球
が
終

わ
っ
た
後
や
、
お
休
み
の
日
に

納
骨
堂
で
お
手
伝
い
し
て
く
れ

ま
し
た
。 編

集
後
記

納
骨
壇
を

お
持
ち
の
方
へ

報恩講
お手伝いの
お願い

声明講習
パークゴルフ
慧林寺杯
中止

お

し

ら

せ

新型コロナウ

イルス感染拡

大 防 止 の 為、

寺族・院内に

て行います。

◦９月９日㈬

　11時より

◦10月９日㈮

　11時より

◦11月９日㈪

　11時より

今年度の慧林

寺パークゴル

フは開催致し

ません。

　

近
年
、
猛
暑
が
続
き
、
供
物

の
傷
み
が
早
く
、
虫
が
発
生
し

や
す
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

再
三
の
お
願
い
と
な
り
ま
す

が
、
お
供
物
（
生
物
・
果
物
・

生
菓
子
等
）
は
傷
み
や
す
い
の

で
お
参
り
後
、
お
持
ち
帰
り
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
開

栓
し
た
飲
み

物
も
虫
が
発

生
し
ま
す
の

で
お
持
ち
帰

り
下
さ
い
。


